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　科学技術論文を掲載するジャーナルにおいてオープンアクセス化が進められているが、出版費用の支
払いをどのようにするかが問題となっている。これに対し、高エネルギー物理学の分野では、OA化さ
れていない有料購読雑誌を含む高エネルギー関連の論文をアカデミアとして買い上げてオープンアク
セス化するプロジェクト、SCOAP3 が最終準備段階を迎え、具体的な対象ジャーナル 12誌が決定した。
　科学技術論文を掲載するジャーナルにおいて、
オープンアクセス（OA）化による、読者の論文へ
の自由なアクセスを確保する様々な試みが行われ
ている。EU は次期の HORIZON20201）において、
2016 年までに公的に支援した成果の 60% を OA 化
するという数値目標を設定した2）。
　しかし、OA 化以前は主に図書館の購読費とい
う形で出版社に支払われてきたジャーナル出版の
ための費用を、誰がどのようにして支払う形で OA
化するかについては結論が出ていない。現行の OA
化では、著者支払いの形がとられており、OA 化が
進むと研究者の費用負担が増えていくことになる。
　これに対し、高エネルギー物理学（HEP：High 
Energy Physics）の分野では、OA 化されていない
有料購読ジャーナルも含めて HEP 関連論文をアカデ
ミアとして買い上げて OA 化を促進するプロジェクト、
SCOAP3（Sponsoring Consortium for Open Access 
Publishing in Particle Physics）が 提案され、2013
年からのスタートに向けて最終準備段階を迎えた。
SCOAP3 モデルでは、HEP 関連の研究者が対象
ジャーナルへ投稿し査読を受けた論文が OAとして公
開される際に、出版に必要な費用を著者が払う必要
は生じない。
　出版に必要な資金の流れとしては、世界各国の
図書購読費を各国の担当機関が集め、SCOAP3 が
それらをまとめて、対象ジャーナルの出版社に支
払う形を取る。SCOAP3 は、必要となる HEP 関
連電子ジャーナル論文の購読費を総額 1000 万ユー
ロ／年と見積もり、参加各国の利用状況に応じて
国別負担割合を算出し、各国に割り振る3）。例えば
日本の負担割合は 7.8% であり、（独）国立情報学研
究所が窓口となって高エネルギー加速器研究機構
（KEK）や各図書館等の日本からの参加者や負担金
の調整を進めている。掲載される各国論文数と各
国負担金には比例関係は無い。
　2012 年 7 月に、SCOAP3 プロジェクトに参加する
ジャーナル 12 誌が決定した4）。決定方法は、出版社
が提供する入札価格とインパクトファクターや提供
サービスの質による総合評価ランキングを付け、そ
の順位順に予算の範囲内まで買い上げるという手法
をとった。このことにより、日米英の物理学会や商
業出版社が出版している HEP 分野の主たるジャー
ナルでは、HEP 分野の論文は永続的に無料で公開さ
れ、クリエイティブコモンズライセンスの CC–BY5）
に従い、複写・転載などの再利用も可能となる。
　SCOAP3 プロジェクトが進展すると、高エネル
ギー物理学の研究者は費用負担無しに論文公表が
可能となる。読者も有力誌の論文がすべて OA 化
されることにより、最新情報への無料アクセスが
確保され、研究のスピードアップが期待できる。
　SCOAP3 モデルは、資金の流れとして考えると、
元は同じ公的資金であるが、従来は図書館に配分
されていた購読費を、アカデミアに配分すること
に相当する。また、個々の研究者の OA 化費用の
著者支払い分を、アカデミアが一括して出版社に
支払う形へのパラダイムシフトとも言える。
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